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今週に入って一気に気温が下がりはじめ、特に朝夕の寒さが徐々に厳しく
なってきました。いよいよ冬の到来を感じる頃となりました。
先週はインフルエンザの流行を心配しましたが、今週は少し落ち着いてき

ました。今後、寒さが厳しくなり空気の乾燥によって再び増加するのではと
危惧しているところです。各ご家庭でも十分お気を付けください。

１０月２６日、２７日は５年生が御池青少年自然の家で宿泊学習を行いました。火起こし体験
や野外炊飯、宿泊体験等を通して、規律・協同・友愛・奉仕について体験を通して学びました。
全員元気に出発し、全員元気に帰校できたことが何よりでした。宿泊学習で学んだ多くのこと

を今後の学校生活に生かしてほしいです。

１１月１０日は４年生が小林市文化会館で行われた西諸音楽大会に参加しました。
合唱「歌がいっぱい」、合奏「ひまわりの約束」を発表しました。大きな舞台、多くの観客の

前で緊張したことと思いますが、これまでの練習の成果を堂々と発表しました。演奏が終わった
後の子どもたちの表情は満足感でいっぱいのようでした。４年生、よくがんばりました！

１１月１日に１年生と６年生の交流学習を行いました。６年生の国語「みんなで楽しく過ごす
ために」の学習で、６年生が計画を立て、ドッジボールやしっぽとりをしました。交流を通して
更にそれぞれのよさを感じ取ることができたと思います。

裏面もご覧下さい



１０月１９日は４年生が「認知症理解のための授業」を受
けました。えびの市地域包括支援センターから３名の方々が
来られ、｢認知症について｣「認知症の方への接し方」等につ
いて、具体的に説明されました。
授業後の子どもたちの感想を紹介します。

○ 私はにんちしょうのことはぜんぜん分からなかったけ
ど、説明してもらってるうちに分かるようになって、どん
な風にしてあげればいいか、わたしたちに何ができるか分
かりました。（美坂咲希）

○ 私は、この学習でにんちしょうというのは、どういうも
のなのかよく分かりました。高れい者にはやさしい言葉を使ったり、手伝ってあげることで、に
んちしょうのしょうじょうがゆっくり進むということに私はびっくりしました。私のおばあちゃ
んとおじいちゃんも高れい者なので学習で学んだことを生かしたいと思いました。（横手さき菜）

１１月１５日は火災を想定した避難訓練を行いました。この日は、御池青少年自然の家の先生
方に来ていただき、煙体験や水消火器を使った消火体験もさせていただきました。これから空気
が乾燥し、火災も発生しやすい時期になります。子どもたちには、何といっても「まず自分の命
を守ること・にげること」を指導しました。避難訓練を今後の生活に生かしてほしいです。

先日、子どもたちに携帯電話等の所有や使用時間等についてのアンケートをとりました。主な
項目についての結果は以下のとおりです。

Q1 「自分の携帯電話やスマートフォンをもっていますか？」（全学年対象）
A1 「もっている」と答えた児童が全体の４８．７％
Q2 「１日にどのくらい携帯電話やスマホを使いますか？」（３～６年生対象）
A2 「２時間以上」と答えた児童が約５０％
Q3 「家庭でのルールがありますか？」（３～６年生対象）
A3 「ない」と答えた児童が約４４％

携帯電話やスマートフォンは子どもたちにとっても大変身近で、いつでも使えるような状況に
ある子どもが多いことがこの結果を見てよく分かりました。また、結果を見て大変気になること
もありました。「１日の使用時間が２時間以上」と答えた児童が全体の約５０％であるというこ
とです。２時間以上携帯電話等に触れ、「何時に寝るのか？」「家庭での会話は？」等、家庭で
の生活の仕方について大変心配したところです。また、携帯電話等の使用について「家庭ではル
ールがない」と答えた児童が約４４％でした。各ご家庭での様子はいかがでしょうか？
携帯電話やスマホは今や私たちの生活に欠かせないものとなりましたが、子どもたちが使用す

る際は、くれぐれも保護者の責任の下で使用をお願いします。SNS による書き込みによってト
ラブルに発展するケースや犯罪に巻き込まれるケース、ゲームでの課金によるトラブル等、携帯
電話やスマホによる事件や事故がマスコミでも毎日のように報道されます。今一度、お子様の携
帯電話等の使用についてご確認ください。


